






要約:筑波大学で1982年から1989年2月までの約7年間に出生前診断がついた小児外科症

例は 14 例であった。このうち 11例に手術が行われ,9 例が生存した。最近経験した 4例に

ついて報告し,出生前診断の問題点について詳しく検討した。問題点としては 1)分娩経路

選択の合理的な基準作成の必要性,2)出生前診断時の各疾患の予後予測の困難性,3)染色体

異常児に対する治療をどこまで行うか,4)産科,新生児科,小児外科の出生前診断へのかか

わりかたがあり,早急な解決が必要である。 


